
図形・立体の提示に一手間を 
～Plastic で数学を～ 

八雲高等学校 吉田 奏介 

 図がないと問題にかかれていることをイメージ化することが難しい、教科書の図を自分

が使いやすいように変換するのが苦手といった生徒に対して、いろいろなアプローチの仕

方を考えてみよう。 例えば次のような問題。 

 

 

 

 

 

 

 非常に典型的な問題であるが、イメージ化が弱い生徒には抵抗感が出てしまう。そこで

教科書の図だけではなく角度の違う図や三面図にしてみるなどいろいろなイメージの提供

が必要であろう。授業では「空間は平面へ」のキャッチフレーズでとにかく計算で用いる

平面をかくように指導をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、図形の提示にはマルチメディアの活用も考えられるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 等角図に 図 2 空間は平面へ 

図 3 Flashでの提示 

   動的な提示が可能 

図４ 超簡単３D editor 立体グリグリでの提示 

   中学校技術・高校工業向けのソフトであるが、立体の作成、いろいろ 

   な角度からの視点、等角図・三面図の提示が簡単にできる。 
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